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う で あ る 」  と あ り ま す 。  現 在 、真 栄 田 の ウ  マ  チ ー は 、  門 中 を 中心 に 行  っ  て お り 、  男 女 問 わ ず 、そ れ ぞ れ  の  ム  ー ト  ゥ  ヤ ー  （ 本 家 ）を 拝 み  に 行  っ  て  い  る よ う  で す 。【 六 月 ウ  マ  チ ー 】　 六 月 ウ  マ  チ ー  （ 稲 大 祭 ）  は 稲の 収 穫 が 無 事 に 終  っ  た こ と を神 に 感 謝 す る 儀 礼 で す 。  恩 納で は 旧 暦 ６ 月

１ ５日 、

１ ６日 に 行 わ

れ ま す が 、  新 米 で 炊 い た カ シ キリ  （ ご 飯 ）  と お 酒 を 供 え 、  ノ  ロ 殿内 、  恩 納 の 神 ア サ ギ 、  瀬 良 垣 の神 ア  サ ギ  の 順 に 拝 み ま す 。  ま た 恩 納 で  は 、  旧 暦 6 月

２ ５日  に 行 わ れ  る  ヨ  ー 島

で の 豊 漁 祈 願 も 含 め て 六 月 ウ  マ  チ ー と し て  い る の が 特 徴 的 で す 。  本 来 、五 月 、  六 月 ウ  マ  チ ー は 稲 作 に 関 す る 農 耕 儀 礼 で す が 、  恩 納 に お い  て は 稲作 と と も に 漁 業 も 盛 ん だ  っ  た こ と な ど か ら 、  い  つ  し か 結 び  つ  き 、  祭 り と して の 要 素 が み ら れ る よ う に な  っ  た と 思 わ れ ま す 。  ヨ ー 島 の 拝 所 に あ る ビジ  ュ  ル  （ 石 ）  を 持 ち 上 げ 、  重 け れ ば そ の 年 は  ス ク  （ ア イ ゴ  の 稚 魚 ）  が 豊 漁 にな る と 言 わ れ  て  い ま す 。

 

　  『 真 栄 田 字 誌 』  に よ る と 、  か  つ  て 6 月 に は ウ  マ  チ ー が ２ 回 あ り 、

１ ５日 を

六 月 ウ  マ  チ ー 、

２ ５日 を ウ  マ  チ ー と 呼 び 分 け ま し た が 、  理 由 は よ く わ か  っ  て

い ま せ ん 。

２ ５日 の 方 が 盛 大 に 行 わ れ  て  い た と の  こ と  で 、  前 ヌ 毛 に 戸 主 た ち

が 集 ま り 、  ウ カ ミ ヤ ー  （ 御 嶽 ）  の 神 に 収 穫 を 感 謝 し 、  更 な る 豊 作 と 区 民の 健 康 を 祈 願 し た そ う で す 。  帰 り に  は 御 嶽 の 神 木 で あ る ク  バ  （ ビ  ロ  ウ ）  の

の 順 調 な 成 長 を 祈 り 、  豊 作 を 祈 願 す る 初 穂 儀 礼 で す 。  『 琉 球 国 由 来 記 』に も 、  恩 納 間 切 で の ウ  マ  チ ー 供 物 が 記 さ れ て  い ま す 。  そ の ほ か 冨 着 や 瀬良 垣 で は  「 四 月 朔 日 ヨ  リ 、  五 月 中 、  山 留 也 」  と あ り 、  こ  の 時 期 は 山 に 入  っ  ての 農 作 業 が 禁 止 さ れ  て  い た こ と が わ か り ま す 。  『 と よ む あ ふ す 』  に  よ る と 、稲 が 実 る 大 事 な 時 期 な の  で 、  稲 を 驚 か さ な い よ う に 放 歌 、  鳴 物 、  大 声 を出 す こ と を 禁 じ  て  い た そ う で す 。　 谷 茶 、  冨 着 、  前 兼 久 、  仲 泊 は も と も と 同 じ 集 落 で あ  っ  た と 伝 わ  っ  て おり 、  祭 祀 は 山 田 ノ  ロ  が 執 り 行  っ  て  い ま し た 。  山 田 ノ  ロ  を 冨 着 の 神 ア サ ギ  へお 連 れ す る た め 、  舟 で 迎 え る 際 は 、  前 兼 久 と 仲 泊 か ら 達 者 な 漕 ぎ 手 が選 出 さ れ た そ う で す 。　 山 田 ノ  ロ  が い な く な  っ  た 現 在 で も 、  ４ 区 の 区 長 と 有 志 の 方 が 冨 着 に集 い 、  ウ  マ  チ ー が 継 承 さ れ  て  い ま す 。  現 在 、  ウ  マ  チ ー で 使 用 す る  「 神 酒 」  は

冨
着 婦 人 会 の 方 が 作  っ  て お り 、

柔 ら か め  に 炊 い た ご 飯 に 、  石 臼で ひ い た 米 粉 と 小 麦 粉 を 練 り込 ん  で 発 酵 さ せ 、  ３ 日 が か り で完 成 さ せ ま す

。  一

通 り の 祭 祀 が

終 わ る と 、  谷 茶 、  前 兼 久 、  仲 泊の ３ 区 長 も 神 酒 を 二 升 ず つ 受け 取 り 、  地 域 で 振 る 舞 わ れ  て  いま す 。

 

　  『 真 栄 田 誌 』  に よ る と 、  「 稲作
農 家 が な い た め 、  豊 作 に 感

謝 す る

祭 り

か ら 、  日 頃 の 守 護

に 対 す る 感 謝 と 人 々  の 健 康 を祈 願 す る 祭 り に 変 わ  っ  て  い  る よ

ウ マ チ ー
　 ウ  マ  チ ー と い う 言 葉 を 聞 い た こ と が あ り ま す か ？　 ウ マ チ ー と は 、  麦 や 稲 の 豊 作 祈 願 と な る 農 耕 儀 礼

（ 祭 り ）  の こ と を 指 し ま す 。

　 旧 暦 ２ 月

１ ５日 頃 に 行 わ れ  る 二 月 ウ  マ  チ ー  （ 麦 穂 祭 ）  は 、  麦 の 豊 作 を 祈 願

す る 行 事 で 、  初 穂 を 供 え 、  人 々  の 健 康 と 繁 栄 を 感 謝 し て  い ま し た 。  ま た 、麦 の 収 穫 を 祝 う 三 月 ウ  マ チ ー  （ 麦 大 祭 ）  は 、  豊 作  へ  の 感 謝 を 示 し た と考 え ら れ ま す 。  １ ７ １ ３ 年 に 王 府 が 編 さ ん し た  『 琉 球 国 由 来 記 』  に は 、琉 球 社 会 の 文 化 や 風 習 が 記 さ れ て い る の で す が 、  恩 納 間 切 で は 二 月ウ  マ チ ー 、  三 月 ウ  マ チ ー に 関 す る 記 載 が ほ ぼ 見 当 た り ま せ ん 。  こ れ は

麦 作 が あ ま り 盛 ん で は な か  った こ と に 関 係 し て い る と 考 えら れ ま す 。　 そ し て 五 月 ウ マ チ ー 、  六 月ウ  マ チ ー は  「 稲 」  に 関 す る 儀 礼と な  っ  て い

ま す 。  か  つ  て は 村 内

各 地 で 行 わ れ  て  い た 稲 作 も 、  現在 は 安 富 祖 の み と な り

ま し た

が 、  い く つ か の

地 域 で ウ  マ チ ー

が 継 承 さ れ て  い ま す 。【 五 月 ウ  マ  チ ー 】　 旧 暦 ５ 月

１ ５日 頃 に 行 わ れ る

五
月 ウ  マ チ ー  （ 稲 穂 祭 ）  は 、  稲

木 か ら 切 り 落 と し た 葉 が 配 ら れ 、  ク バ  オ ー ジ  （ 扇 ）  と し て 活 用 し た そ うで す 。

 

　 塩 屋 も 真 栄 田 と 同 じ く 、  旧暦 ６ 月

２ ５日 に 集 落 内 の 拝 所 で

祭 祀 を 行 い 、  ク  バ  オ ー ジ  （ 扇 ）  を各 家 庭 に 配 布 し て い た そ う です 。  ま た 、  ワ ラ ザ ン  （ 稲 藁 な ど の植 物 を 結  っ  て 、  数 の 計 算 や 記 録を 行 う 道 具 ）  を 新 調 す る 日 でも あ り ま す 。  子 孫 繁 栄 を 願 って 、  区 民 よ り 多 い 数 を 示 す ワ ラザ ン を 結 い 、  御 嶽 そ ば の モ モ タマ  ナ  の 木 に 縛  っ  て  い ま す 。

（ 町 田 ）

冨 着 の 神 酒 作 り（ 2 0 2 3 年 ）

冨 着 区 長 よ り 各 区 長 へ 神 酒 の 配 布 （ 2 0 1 2 年 ）
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